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論文内容の要旨

本論文はバッファ記憶装置による相互同期系に関する研究をとりまとめたものであり、本文は 5 1:~~ 

からなっている。

第 1 章では PCM統合通信網が構成されるとき必然的に通信網同期の問題が生じ、相互同期方式が

これを実現するもっとも有力な方法であることを述べ、本研究に関係する相互同期系の分肝にわける

研究経過の概要を記述して本論文の目的および地位を明らかにしている。

第 2 章では、まず~P CM統合通信網の相互同期方式のー形式として、非同期遅延線を用いたパ y フ

ァ記憶装置による相互同期系を提案し、方式原理を述べている。つづいてバッファ制御平衡相互同期

系と対称バッファ制御相互同期系のふたつの系について、系統周波数を求め、システム方程式の解の

存在範囲を指摘し、記憶装置の容量算出のさいの評価式を導いて、バッファ記憶装置による相互同期

系でもっとも重要な、つねにバッファ記憶装置の記憶量をパソファ容量以内に保つよう制御する問題

のー解決法を与えている。また、幾何学的考察により相互同期系のもつ性質を明らかにし、さらにバ

ッファ制御相互同期系の系統周波数が求まるための条件を示している。

第 3 章では位相比較器の位相比較特性にあらわれる非線形性によって支配さるる相互同期系の大振

幅持性が論じられている。本章で対象とするバッファ制御相互同期系では非同期遅延線を用いている

ので、多価のこぎり波状位相比較特性となり、従来から相互同期方式として考えられてきた位相比較

器による相互同期系にみられる通常ののこぎり波状位相比較持性と異なる特長をもっO 本章では、ま

ずバッファ容量が等しい完全対称網の系の引き込み周波数を算出し、バッファ制御相互同期系が従来

の位相比較器による相互同期系にくらべ、位相比較特性の相違によって引き込み周波数を大きくでき

る利点をもつことを示している。つづいて 2 種の異なるバッファ容量をもっ完全対称網の系の引き込

み周波数を求めている。本論文では、はじめに実験的に確認できる適当な周期応答の性質を仮定して

周期応答を理論的に解析し、その結果から引き込み周波数を導いてわり、この子法を一般の系に適用
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する場合の便宜を考えて、とくに各系の周期応答の性質が詳細に論じられている。また、いずれの場

合も理論の正当性を実験によって確めている。なわ本章の理論のように大振幅時の系の応答を本格的

に論じた研究報告は相互同期の分野でこれまでになかったものである。

第 4 章では第 3 章で周期応答の性質の仮定むよび理論結果の検証に用いられたバッファ記憶装置に

よる相互装置系の模擬実験装置について、その構成と動作原理を述べ、いくつかの実験例をあげて考

察をむこなっている。

第 5 ]Jt:では各章で得られた研究成果を総括して本論文の結論とし、あわせて今後の研究課題を述べ

ている。

論文の審査結果の要旨

本論文の成果を要約すれば以下のごとくである。

まず、 PCM統合通信網の相互同期方式として、非同期遅延線をバッフア l記憶装置に川いた相互いl

則系を提案している。つづ、いてバッファ制御平衡形むよび対称、バッファ;むIjfJFIJ形のふたつの具体的な相

互!日l朋系の構成j去を述べ、系統周波数を求め、システム方程式の解の存作範囲を指摘し、記憶装置の

存 -id;算出の評価式を導いている。その結果、この形式の系でもっとも長裂であるが未解決であった問

題、すなわち各バッファ記憶装置の記憶量をその容量以内に保ち、 '~N'W損失を避けるよう a;lj仰する問

題の-解決法を与えている。

さらに、パソファ容量が等しい完全対称網の系の引き込み周波数を求めて、本論丈の提案するバッ

ファ ;llljiil=IJ相互同期系では従来の相互同期系にくらべ、引き込み特性が大幅に改善されることを明らか

にし、また、 2 種の異なるバッファ容量をもっ完全対称網の系の引き込み周波数を求めている。

本論文では、系の周期応答の性質に妥当な仮定をおいてその応答を理論的に解析することにより、

引き込み同波数を導く子法としているが、この手法を一般の系にも適用しうるよう周期応答の性質を

件系について詳細に論じるとともに、実験的検証をおこなっている。したがって、本論文の理論はこ

れまでほとんど検討されていなかった相互同期系の大振幅特性の解明に一方針を与えるものとなって

いる。

さらに、パップァ制御相互同期系の模擬実験装置を試作し、この方式が十分安定な系であることを

確認し、いくつかの実験例を用いて系の大振幅応答の興味ある性質を明らかにしている。

nJ:述べたごとく、本論文は将来の通信形態としてその期待が期待されている PCM統合通信網の

構成に不可欠な綱同期の問題に大きく寄与するものであり、電子通信工学ならびに技術に貢献すると

ころが大である。

よって本論文は博士論文として十分価値あるものと認められる。
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